
　

市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
に

あ
た
り
、
今
回
は
施
設
の
基
本

理
念
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施

設
は
、
市
の
将
来
像
「
育
つ
・

に
ぎ
わ
う
・
響
き
あ
う　

人
と

心
が
集
う
ま
ち
〝
歓
響
（
か
ん

き
ょ
う
）
都
市
も
り
ぐ
ち
〞
」

の
実
現
に
向
け
て

○
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
・
市
民
グ

　

ル
ー
プ
が
気
軽
に
憩
い
、
出

　

会
い
、
交
流
し
、
自
然
に
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
拠

　

点
○
市
民
同
士
、
市
民
と
行
政
、

　

市
民
と
企
業
と
の
協
働
を
進

　

め
、
身
近
な
取
り
組
み
か
ら

　

地
域
社
会
を
創
造
（
再
生
）

　

す
る
拠
点

と
な
る
施
設
を
目
指
す
こ
と
か

ら
、
基
本
理
念
を
左
表
の
よ
う

に
設
定
し
ま
す
。

　

基
本
計
画
と
概
要
版
は
、
各

公
民
館
や
市
役
所
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
第
１
館
目

と
し
て
東
部
エ
リ
ア
の
拠
点
施

設
を
旧
藤
田
中
学
校
跡
地
に
建

設
す
る
た
め
、
基
本
設
計
・
実

施
設
計
な
ど
の
作
業
を
進
め
る

予
定
で
す
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２

０
）

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
守
口
市
市
民
協
働
指
針
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
市
民
協
働

へ
の
取
り
組
み
を
、
今
後
一
層

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的

な
内
容
は
、
広
報
な
ど
で
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２
０
）

　

計
量
法
に
基
づ
く
特
定
計
量

器
の
定
期
検
査
を
効
果
的
・
効

率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
民
間

企
業
な
ど
が
市
に
代
わ
っ
て
定

期
検
査
な
ど
を
実
施
で
き
る

「
指
定
定
期
検
査
機
関
制
度
」

を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

導
入
に
あ
た
り
、
民
間
企
業

な
ど
を
公
募
し
ま
す
。

指
定
す
る
者　

守
口
市
長

指
定
期
間　

10
月
１
日
㈬
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
㈮

業
務
内
容　

定
期
検
査
や
指
導

な
ど

募
集
要
項
の
配
布　

７
月
７
日

㈪
か
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
請
受
付　

７
月
７
日
㈪
〜
８

月
７
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）
に
直
接
持
参

　

応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
２
・
１
３

３
６
）

し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所　

市
民
保
健
セ
ン
タ

ー
の
１
階

問
合
先　

市
障
害
者
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
９
１
・

８
２
３
１
）（
休
日
・
夜
間
も

同
様
、
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
24
時
間
受
付
）、
障

害
福
祉
課
（
☎
６
９
９
２
・
１

６
３
５
）

　

７
月
か
ら
市
民
保
健
セ
ン
タ

ー
の
１
階
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援

の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
機
関

と
し
て
、「
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

が
知
り
た
い
」
「
障
害
で
生
活

に
不
便
が
あ
る
」
「
仕
事
が
し

た
い
」
「
虐
待
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
な
ど
相
談
し
た

い
こ
と
、
お
困
り
の
こ
と
を
専

門
の
相
談
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
成
年
後
見
制
度
の
利
用

支
援
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
障
害
者
虐
待
の
通
報

先
に
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
と
し
て
市
と

連
携
し
、
虐
待
問
題
に
も
対
応

と
き　

７
月
25
日
㈮
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
ご
ろ

と
こ
ろ　

四
條
畷
市
権
現
川
流

域集
合
場
所　

守
口
市
役
所

対
象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

先
着
10
組
（
20
人
に
達

し
た
組
ま
で
）

※

当
日
は
弁
当
、
水
筒
を
持
参

申
込
・
問
合
先　

７
月
８
㈫
〜

11
日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分
に
環
境
政
策
課
（
☎
６
９

９
２
・
１
５
０
８
）

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
て
い
ま

す
の
で
、
契
約
後
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
を
利
用
し
て
無
条
件
で
解

約
が
で
き
ま
す
。
解
約
は
必
ず

は
が
き
な
ど
の
書
面
で
伝
え
ま

す
。
は
が
き
の
場
合
、
両
面
の

コ
ピ
ー
を
残
し
、
特
定
記
録
郵

便
な
ど
発
信
し
た
記
録
が
残
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
解
約

す
る
と
、
契
約
前
の
状
態
に
戻

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
新

し
い
消
火
器
を
返
品
し
、
元
の

消
火
器
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
支
払
っ

た
お
金
も
返
し
て
も
ら
え
ま

す
。

　

「
消
火
器
の
設
置
義
務
が
あ

る
」
「
定
期
点
検
の
時
期
が
き

て
い
る
」
「
新
品
に
交
換
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
事
実
と

異
な
っ
た
説
明
を
し
て
、
新
し

い
消
火
器
を
購
入
さ
せ
よ
う
と

す
る
訪
問
販
売
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

も
し
も
に
備
え
、
消
火
器
を

自
主
的
に
設
置
す
る
こ
と
は
望

　

５
年
前
に
訪
問
販
売
で
消
火

器
を
購
入
し
た
。
昨
日
そ
の
会

社
か
ら
事
業
を
継
承
し
た
と
い

う
業
者
が
消
火
器
の
中
身
の
交

換
が
必
要
と
訪
れ
て
き
た
。
業

者
が
消
火
器
を
見
て
「
こ
れ
は

中
身
の
薬
剤
が
交
換
で
き
な

い
。
古
い
消
火
器
は
引
き
取
る

の
で
新
し
い
消
火
器
を
購
入
す

る
よ
う
に
」
と
言
う
の
で
、
３

万
円
で
消
火
器
を
購
入
し
、
古

い
消
火
器
の
引
き
取
り
料
と
し

て
５
千
円
を
支
払
っ
た
。
消
火

器
は
５
年
で
交
換
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
な
の
か
。
必
要

の
な
い
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
の
で
解
約
し

た
い
。

ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
般
家

庭
の
戸
建
て
住
宅
で
は
、
消
火

器
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
消
火
器
の
設
置
は
あ
く
ま

で
任
意
で
す
。
ま
た
定
期
点
検

や
交
換
時
期
な
ど
に
関
す
る
決

ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

消
火
器
に
は
使
用
期
限
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち

の
消
火
器
の
使
用
期
限
を
確
認

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
の
処

分
は
、
協
同
組
合
加
入
業
者
に

依
頼
す
れ
ば
、
１
千
円
か
ら
１

千
500
円
程
度
で
引
き
取
っ
て
も

ら
え
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
窓
口
へ
引
き
取
り
を
依
頼
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
窓
口

は
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
直
接
電
話
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

問
合
先
な
ど
分
か
ら
な
い
こ

と
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

問
合
せ
下
さ
い
。

　

防
火
対
策
と
し
て
消
火
器
の

購
入
を
す
る
場
合
は
、
住
宅
用

消
火
器
も
あ
り
ま
す
の
で
、
製

品
の
機
能
、
使
い
や
す
さ
、
価

格
な
ど
比
較
、
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

市
指
定

定
期
検
査

　
　
機
関

募
集

地域コミュニティ拠点施設の基本理念

地域コミュニティ
拠点施設だより

❷

地域における交流や

　ネットワークの形成

地域主体の

　まちづくりの推進

地域コミュニティを担う

人材などの発掘と育成

防災まちづくりの推進

地域文化の継承・発展

持続可能な

　施設整備と管理運営

誰もが気軽に立ち寄り、つながり、交流でき
る空間、利用者や団体などの相互の交流やネ
ットワークが自然に生まれるような場となる
ことを目指す。

市民参画によるさまざまなまちづくり活動の
促進などにより、市の協働のまちづくりの推
進拠点、地域主体・地域発のまちづくりが生
まれ育つ拠点を目指す。

市民主体の管理運営などにより、地域コミュ
ニティの育成・発展に資する人材や資源の発
掘と養成を目指す。

災害時の情報拠点や災害ボランティア活動拠
点などを整備することにより、地域防災リー
ダーの養成や自主防災グループ活動の充実へ
の寄与を目指す。

周辺環境との調和を図りつつ、地域の歴史・
文化の継承・発展や地域への愛着の高揚への
寄与を目指す。

資源の有効利用やエネルギーの自給率向上を
図りつつ、バリアフリー化などによる安全・
安心の施設づくりや、平等性・開放性・透明
性を重視した施設運営を目指す。

解
　
説

消
火
器
の

交
換
時
期
に

決
ま
り
は
あ
る
の
？

「
点
検
商
法
」
に

気
を
付
け
て
！

相談専用電話　☎ 6998-3600
事 務 所　☎ 6992-1337
〔相談時間　9：30 ～ 16：30〕
土・日曜、祝日の相談窓口
消費者ホットライン　☎0570-064-370
〔相談時間　10：00～16：00〕

消費生活センターだより消費生活センターだより
お
問
い
合
わ
せ
は…

助
　
言

事
　
例

　守口都市農業研究会会員が栽培した新
鮮で安心なおいしい地場産野菜を即売し
ます。ぜひ利用して下さい。
　と　き　7月3・31日（木）午前8時30分
　　　　 （なくなり次第終了）
　ところ　市役所正面玄関前
　問合先　地域振興課（☎6992‒1491）

❶

❷

❸

❹

❺

❻

市障害者
基幹相談支援センターが

移転しました

「
よ
う
こ
そ
」の

　
　
　

守
口
へ

　

住
み
た
い
ま
ち

　
　
　

　

守
口
へ

「
よ
う
こ
そ
」の

　
　
　

守
口
へ

　

住
み
た
い
ま
ち

　
　
　

　

守
口
へ

参加者募集

親子で見る
自然散策と
水辺の生物観察会

親子で見る
自然散策と
水辺の生物観察会
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